



























































































あき：僕はちがって，プラス極からパワ ーが出て マイナス極に 出て いくイメージ。
（くるくる説 I)
ふゆ：つけ 足しで，プラス極から出たパワー がモーターで使っ て，マイナス極にかえ
ってくるころには，パワーが減っている 。 （くるくる説 Il)
あき ：僕は，モータ ーの後はパワーが 0になっていると思うよ 。
はる：どれが正しいのか確かめたいな。
なっ：検流計を使って確かめられそう 。
上の場面のよ うに多様な考えが出る時がある。それぞれが見えない電気の流れについて自分なり に想像し
ている。授業でお互いが自らの考えを出し合うことの中に子どもの次のような事実をとらえることができる。
・自分の考えと友だちの考えのどこが同じでどこが違うのか，そのわずかな違いに敏感になっている。さら
に，すぐに相手に同調するのではなく， 自分のオリジナリティを大切にしている。
・自分以外にさまざまな考えをもつ友だちがいて， 自由に考えを発表できる風土がある。
• 自分と友だちの考えのちがいに気づき，解決する方法を考えようとしている。
理科の教科特性に着目したとき，子どもにとって身近な対象から順次空間的に広がっていくと同時に，見
えるものから見えないものへ，存在から関係へと広がっていく系統性をもっている。その深まりや広まりが
子どもの経験の質を高めていくことにつながる。さらに，経験の中で子どもたちは， 自分の力を精一杯出し
て関わり合い，一人では到底出来そうもない事ができるようになったり，見えなかったことが見えるように
なったりする。その繰り返しで，問い続け，学び涜ける子どもの姿に近づくと考えている。
3. 研究の展望
間い続け学ひ続ける子どもたちを育むために，次の3点を今後の研究の展望としたい。
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(1) 単元構成を工夫する
子どもたちの追究への意欲が継続するように，単元を通した大きな学習課題の設定が必要であると考えて
いる。今年度の取り組みを以下に挙げる。例えば， 3年生「植物のつくり」と 「日なたと日かげ」の単元で
は，「ヒマワリを学校のどこに植えたらいいのか？」を単元の柱に設定することで，子どもたちはヒマワリを
成長させる場所を考える中で，植物の成長の条件に目を向けたり太陽の動きや日なたと 日かげの違いに着目
したりしようとする姿が見られた。 6年生「水裔夜の性質」では， 「酸性雨」を単元の柱に設定することで，
「水溶液には3つの性質がある」「水溶液には気体が溶けているものもある」「酸は金属を溶かす」ことにつ
いて自ら調べようとする姿が見られた。大きな学習課題を設定することで，教師から与えられた実験や観察
をするのではなく，子どもたち自ら目的意識をもった見通しのある活動になると考えている。
(2) 考えを伝え合う場面を大切にする
子どもたちから「おや？」を引き出すためには，相互に考えを伝え合う場面が必要である。理科において
は，予想や結果考察の場面である。今年度は特に考察の場面を大切にしたい。子どもたちに「結果を発表
し，次に考察を発表する」のではなく，「結果と考察を発表する」ようにさせる。そうすることで，すぐに賛
成や反対の意見を出すことができ，次に何をすればよいのか，何が次の問題なのかなど，次の活動を子ども
が要求するようになると期待できるからである。自分たちで確かめる活動が何回も行われることで，より子
ども主体の追究過程になっていくであろう。
(3) 情報機器を活用する
情報機器の活用については，より効果的な活用法を探りたい。私たちは，子どもたちにできるだけ本物を
触れさせたいという思いをもっている。しかし，どうしても本物に触れることができない場合は， 二次闇報
（映像画像模型など）の活用が有効的であり，これまでも活用してきている。また，子どもたちの思考
の流れから，必要になった情報を提供する場合に活用してきに子どもたちは，自分の学習を振り返る場合
にも活用してきた）さらに，本校ではタブレット端末を数台設置しているため，実験結果を伝え合う際にも
活用してきた3 ただし，子どもたちの思考を蔑ろにし，教師の考えを押しつけるような活用法にならないよ
う留意したい。
4. 研究の評価
思いや考えが表れる「文章・絵 ・図・言葉 ・モデル・身体表現」から，子どもたちがどれだけ自然事象の
本質をさぐることができたかをみとっていく。授業後に子どもたちに書かせるポートフォリオや振り返りも
子どもの思考を知る手段の一つとしたい。
今年度は特に，教師が子どもの考えに寄り添う中で，子どもたちがどのように課題意識をもち，追究活動
を行い，どのような科学的な概念を獲得することができたのかを子どもたちの表出物からみとっていきたい。
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